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領域 13 物理学史インフォーマルミーティング議事録 
 

 
領域 13 領域運営委員(物理学史)  

小長谷 大介 
 
開催日時：2021 年 9月 20 日（月）17:30～18:50 Zoom による開催 
（日本物理学会 2021 年秋季大会オンライン開催のため） 
 
Ⅰ．報告事項 
（１）2021 年秋季大会（物理学史）発表件数 
  ・11 件（9/20 午後；座長：稲葉肇(前半)、有賀暢迪(後半)） 
   参加者の最大数は 34 名、常時 25～30 名ほど。 
（２）今後の秋季大会・年次大会 

・第 77 回年次大会（岡山大学・岡山理科大学：2022/3/15-18） 
・2022 年秋季大会（物性：東京工業大学：2022/9/12-15） 

（３）領域 13 冨塚明代表からの報告 
  ・第 76 回年次大会アンケートの結果報告：概ね成功 
  ・講演の英語対応について：秋以降も継続審議 
（４）会誌編集委員会からの報告（稲葉肇委員） 
  ・会誌のレイアウトの刷新 

・年次大会以降に会誌に掲載された物理学史関係記事および今後の予定の紹介 
・2027 年が学会 150 周年やニュートン没後 350 年にあたる 
・記事候補や執筆候補者の情報があれば、稲葉委員まで連絡をお願いしたい 

（５）新著紹介小委員会からの報告（岡本拓司委員；小長谷が代読） 
・委員交代の時期なので、候補者に打診をする予定。二人候補を出す必要があるため、
連絡があった場合には対応をお願いしたい 

（６）物理学史資料委員会からの報告（岡本拓司委員長・有賀暢迪副委員長） 
・150 周年に関して企画を委員会のなかで検討している。何か提案や意見があればお知
らせいただきたい。 

・『大学の物理教育』誌上で日本の物理教育の歴史に関する連載を検討している。 
また、連載を担う執筆者の自薦・他薦もお願いしたい。 

（７）各種賞の推薦・募集の案内 ※詳細は物理学史 ML、領域 13 ウェブサイトを参照 
・第 16 回（2022 年）日本物理学会若手奨励賞【9/6 締切】 
・第 27 回（2022 年）論文賞受賞候補論文【10/10 締切】 
・第 3 回（2022 年）日本物理学会 米沢富美子記念賞授賞候補者【11/30 締切】 
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Ⅱ．協議事項 
（１）2022 年領域 13 領域副代表（次年度代表）・領域運営委員 
  ・副代表：小島智恵子 領域運営委員：雨宮高久 
（２）領域 13・物理学史の新しいウェブサイト（担当：有賀） 

・新しいウェブサイト案は配信済み（2021/9/13 物理学史 ML） 
・現行の物理学史ウェブサイトから新しいウェブサイトに置き換え 
・項目案：トップページ、大会、記事、トピックス、分科について、問い合わせ 
・物理学史の分野外からの視点を重視する項目や内容にも配慮 
・全体的管理は有賀、大会は領域運営委員、記事は会誌編集委員が担う 
（ウェブサイトを維持していくための管理体制に十分に配慮；管理負担の集中回避） 

  ・ウェブサイトのトップページ画像を募る 
  ・新しいウェブサイトの公開は 3月の年次大会前を予定 
（３）物理学史 MLの現状確認 
  ・現状の物理学史 ML では会員・非会員が登録していることを確認 
  ・今後、物理学史 ML のあり方を検討 
（４）第 77 回年次大会・2022年秋季大会でのシンポジウム等企画について 
  ・企画案があれば ML 上で意見交換する 
（５）その他 
  ・3月に亡くなった八木江里さんに関する情報（とくに物理学史分科会の立ち上げの経

緯に関する情報） 


